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○
ファッション
ビジネスⅠ

ファッションビジネス業界において、産業の
構造（繊維、アパレル、小売）と現状を理解
し、その特徴と問題点、社会と消費者の変
化、国際環境の変化など、ファッション業界
の変遷と実態を学ぶ。

１
・
通
年

90 3 ○ ○ ○

○
グローバル
ビジネスⅠ

グローバルファッションとは何か？ 世界の
ファッション構造はどの様になっているの
か？ 何故今、グローバルな思考が重要なの
か？ グローバルで戦う為に必要な国際意識を
植え付け、創造的な " 検索力・情報収集力 "
" 分析力・編集力 " を磨き、"正解のない問
題に対して、考える力・解決する力"を鍛え、
" 伝える力" を育成。また、国際社会で重要
な" 議論する力"" 質問力" を磨き、人工知能
が持たない創造性豊かなビジネス思考を育
成。

１
・
通
年

60 2 ○ ○ 〇

○ マーケティング

目的を持って情報収集し整理分析する力、ア
イディアを出す力を身につける。そのため
マーケティングの基礎であるリサーチから始
め、その情報をもとにどのようにアパレル業
界は運営されているのか、講義、実習を通し
て学ぶ。また「調べる・見る・聞く」の実践
を通し、客観的にモノを見ることの重要性を
理解する。

1
・
通
年

90 3 ○ △ ○ △ ○

○
アパレル

商品構成基礎

商品構造を理解する。縫製技術の基礎を学
び、アイロンがけなど、商品の適切な扱い方
を学ぶ。

１
・
前
期

30 1 △ ○ ○ ○

○ アパレル商品論Ⅰ

講義・実習を通し、ファッション業界で必要
な商品知識を習得、向上を目指す。
実習では店頭やECサイトの商品のリサーチを
し、縫製や品質、デザインに関する理解を深
める

１
・
通
年

90 3 ○ △ ○ ○

○ アパレル素材論

アパレル製品の主な素材である布地の種類、
特徴を習得し、様々なアパレル製品になった
際の特徴を予想できる知識を得ることを目的
とする。繊維、糸、布地（織物・編物）、ま
た染色、加工などの種類や特徴を、「講義」
「実習」で理解を深めていく。
知識としての習得だけではなく、アパレル業
界で実践できる力を習得できるものとする。

１
・
通
年

60 2 ○ △ △ ○ ○

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科１年）２０２２年度
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○ ファッション色彩

ファッション分野における色彩の基本的な知
識とテクニックを講義と演習を通して学ぶ。
色を体系的、心理的、科学的視点からも学ぶ
ことにより、目指す現場で感覚だけに頼らな
いより効果的に色彩を活用するための基礎を
つくることを目標とする。

１
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○ ○

○
ファッション

コーディネート

時代への適応力を持ち合わせ、客観的に捉え
たファッションコーディネートの提案能力を
養う。
実物を使用して、実践的に取り組みながら学
習することを目標とする。

１
・
通
年

60 2 △ ○ ○ ○

○ ファッション販売

販売員の仕事を理解し、知識と技術を体得す
る 。販売員として、お客様を「おもてなしす
る」という意識付けや知識、技術を習得す
る。社会人に必要な言葉遣いや立ち居振る舞
い（販売マナー・ビジネスマナー）を習得す
る。

１
・
前
期

30 1 △ ○ ○ ○

○ ファッション史

ファッション史の通史的、概論的講義。古代
から現代に至る西洋を中心とした歴史の流れ
と服装の推移発展を理解させる。特にヨー
ロッパの服装の変化と特性に重点を置き、現
代ファッションの生成を理解し、学生が今後
ファッション業界でその知識を活かせるよう
にする。

１
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
コンピュータ

ワークⅠ

オフィスソフト・グラフィックソフトを⽤い
て、⽬的・⽤途に応じて使い分けることがで
きることと表現⽅法に広がりを持たせること
を⽬標とする。 また、クラウドを活⽤しての
データ共有等の現場活⽤できる利⽤⽅法を習
得する。
ドロー系ソフト／Illustratorの基礎とペイン
ト系ソフト／Photoshopの基礎
オフィスソフト／Excel・PowerPointの基礎

１
・
通
年

60 2 △ ○ ○ 〇

〇
ソーイングa

(グローバル造形
選択A）

既成商品を新しい発想とアイデアで再構築
し、オリジナル作品の制作を行う。
制作を基にデザイン、パターン、素材、テク
ニック、着こなしについて理解し、サスティ
ナブルについての意識を高める。

１
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
ソーイングｂ

(グローバル造形
選択A）

ソーイングブックを使用し、各自のレベルに
応じたボトムス（スカート）の制作を行う。
課題制作を通して服の構造や仕様、素材につ
いて学習し、アパレル製品の知識を深める。

１
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーa

(グローバル造形
選択A）

新しい素材を取り込み時代性・オリジナリ
ティーの高いアートアクセサリーの制作。

１
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーｂ
(グローバル造形

選択A）

用意された革の教材（パターン裁断、革漉き
をしたパーツ）を使い、手縫いで革の二つ折
りサイフを制作し、レザークラフトの基本知
識を習得できるレベルにもっていく。

１
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携
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〇
ソーイングa

(グローバル造形
選択B）

既成商品を新しい発想とアイデアで再構築
し、オリジナル作品の制作を行う。
制作を基にデザイン、パターン、素材、テク
ニック、着こなしについて理解し、サスティ
ナブルについての意識を高める。

１
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇
ソーイングｂ

(グローバル造形
選択B）

ソーイングブックを使用し、各自のレベルに
応じたボトムス（スカート）の制作を行う。
課題制作を通して服の構造や仕様、素材につ
いて学習し、アパレル製品の知識を深める。

１
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーa

(グローバル造形
選択B）

新しい素材を取り込み時代性・オリジナリ
ティーの高いアートアクセサリーの制作。

１
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーb

(グローバル造形
選択B）

用意された革の教材（パターン裁断、革漉き
をしたパーツ）を使い、手縫いで革の二つ折
りサイフを制作し、レザークラフトの基本知
識を習得できるレベルにもっていく。

１
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ 自由研究

４年次で実施する「マイビジネスプロジェク
ト」立案に向けて１年次において自らの方向
性を確立させるべく、様々な物事に対して
「調べる・見る・聞く」を実践。その都度記
録を残す習慣をつけるために、自由研究ファ
イルを作る。最終的には、成果発表を実施す
る。

１
・
通
年

60 2 △ ○ ○ △ ○

○ 短期語学留学 a

グローバルを視野に入れ、語学力のスキル
アップを目的とする。日頃の授業では得られ
ない、語学力とコミュニケーション力を高め
る経験をするため。

１
・
集
中

30 1 ○ ○ ○

○
ENGLISH

COMMUNICATIONⅠ

会話を中心とした授業構成とする。シンプル
な英語を使ってコミュニケーションをとり、
英語を使う楽しさや今後のキャリアに英語が
必要な具体的なイメージを学生に持たせるこ
とを目標とする。

１
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
英会話a

(グローバル語学
選択A）

１
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
英会話a

(グローバル語学
選択B）

１
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
英会話ｂ

(グローバル語学
選択A）

１
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
英会話ｂ

(グローバル語学
選択B）

１
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科１年）２０２２年度

授業方法 場所 教員
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業
等
と
の
連
携

初級・中級の英語学習者を対象に、英文法、
語彙、表現、発音など様々な角度から英語の
基礎を習得することを目標とする。講師によ
る解説に加え、学生同士の会話練習などの演
習により知識の定着と運用力の向上を図る。
将来、英語を駆使してファッション業界で活
躍するための基礎固めをする。

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

様々なシチュエーションを想定し、クラスメ
イトと英語でコミュニケーションをとる。会
話中心の授業をとなるため学生には積極的な
発言が求められる。授業は原則として英語で
行う。
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○
中国語

(グローバル語学
選択A）

１
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
中国語

(グローバル語学
選択B）

１
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
日本語

(グローバル語学
選択A）

１
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
日本語

(グローバル語学
選択B）

１
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
フランス語

(グローバル語学
選択A）

１
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
フランス語

(グローバル語学
選択B）

１
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

企
業
等
と
の
連
携

発音の土台｢ピンイン｣から始め、難関の｢四
声｣「変調」｢巻き舌音｣をマスターします。入
門段階では、単語を蓄積しながら文型入り、
実践練習で会話表現を覚えます。
初級段階では、時制のニュアンス、意思の伝
え方を学びます。中検準4級基準。準中級段階
では、疑問表現を学ぶほか、物事の比較・類
似・比喩表現についてトレーニングします。
中検4級基準。

留学生が本科の授業について行けるよう全般
的な日本語の学習、特に表現力をつける学習
を行う。更に専門用語リストやファッション
ニュースで専門語彙を増やすこと、自分の作
品を日本語で表現することを目標とする。相
手に伝わる日本語を話すための発音練習も行
う。

初めて学ぶフランス語の音と仕組みに母国語
とは異なる面白さを感じられるよう、個々の
興味を促し、発音練習を楽しめるように講義
を行う。「聴く、話す、読む、書く」を通じ
てフランス語の基本文法を理解しながら、挨
拶と自己紹介、平易な質疑応答が出来るレベ
ルを目指す。音楽、香り、ファッションなど
フランス文化の話題も紹介し、実際にファッ
ションブランドのフレグランスやフランス語
の歌を鑑賞する機会も提供する。

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科１年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
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○
キャリアディベ
ロップメントⅠ

フィールドワーク課題、自由研究課題を通
し、自分の興味を明らかにし、ビジネススキ
ルを修得する
・自分を掘り下げて、ファッションと自分の
原点を探る
・興味のあるファッション情報や社会課題な
どに着目する
・研究、調査方法を磨く
・文章作成やプレゼンテーションを通じた表
現力を磨く
・チームワーク力を磨く

１
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○ 特別講義Ⅰ

このコースの1年次の目標である「広く知って
興味を持つ」、そのきっかけをつくる。
ファッションを広く捉え、グローバルに活躍
する人材から社会の現状やビジネスの難し
さ、楽しさを学び、幅広い視野を持ち、キャ
リアを積み上げていく柔軟な発想へつなげて
いくことを目標とする。

１
・
通
年

60 2 ○ ○ ○ △

○ 校外研修Ⅰ
・学内における平常授業ではなかなか学びき
れないコミュニケーション力や表現力をアッ
プさせるために実施する。

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ フィールドワーク

専門科目、関連科目の授業の進行に合わせた
場所を実際に訪れ、その対象を直接観察し、
客観的な情報を集め調査分析をする力を身に
着ける。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

　　　17科目

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合については、
主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科１年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
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業
等
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携

合計 990単位時間(      33単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１学年の学期区分

１学期の授業期間

卒業要件： 最終学年の修了、卒業必須単位数の取得 2期

履修方法： 単位の取得、出欠席状況、課題提出・試験などにより評価をうけ修了すること 15週
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○
ファッション
ビジネスⅡ

１年で学んだことを基礎として、時代の変化
を捉え、潮流となりえるビジネスについて、
事例を踏まえて現状と今後について学ぶ。ま
た、ロジスティックスやECビジネスの後方業
務など、普段は見えない範囲へも視点を広げ
てゆく。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ 〇 〇

○
グローバル
ビジネスⅡ

グローバルな視点とクリエイティブな視点
で、スピーディーに変化する世界のファッ
ションビジネスの重要ポイントを分析。グ
ローバルスタンダードを理解し、自分自身の
ヴィジョンを明確に、具体的にグローバル
ファッションビジネスへ反映させる思考の育
成。そして、プレゼンテーションスキルを磨
き、伝える事の重要性を学習。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ 〇

○
ビジネス

プランニング
他者へと物事を伝える方法を学び、今後の活
動へと応用できる技術を習得する。

2
・
通
年

90 3 ○ △ ○ △ ○ ○

○
リテール

マネジメントⅠ

時代と共に変化する消費行動やビジネスモデ
ルの現状を分析し、リテール領域において数
年先を提案できる思考を身につける。更にブ
ランドというものを体系的に理解し、これか
ら先を見据えたビジネス企画を提案する

2
・
通
年

60 2 ○ △ ○ △ ○

○
ファッションマー
チャンダイジング

Ⅰ

ブランド開発を基にファッションマーチャン
ダイジングについての基本知識の把握をす
る。

2
・
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

○ 計数管理

ファッションに関する計数について学び、数
字を見る目を養う。3年次以降のマイビジネス
プロジェクト立案に生かす。
バイヤーやマーチャンダイザー店舗マネー
ジャーにおいて必要な計数管理能力を養な
う。

2
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○ ネットビジネスⅠ

デジタル技術がファッション業界に与える影
響を理解し、ネットとリアルの特性を生かし
たビジネスの企画立案ができるようになるこ
とを目標とする。

2
・
通
年

60 2 ○ △ ○ 〇 ○

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科２年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ アパレル商品論Ⅱ

講義・実習を通し、アパレル業界で必要な商
品知識を習得、向上を目指す。また、マーケ
ティング・ミックスにおけるプロダクト(商
品)を通して提供する価値を伝達することを、
商品知識を得ることで強化する。

2
・
通
年

90 3 ○ △ ○ △ ○

○ 色彩活用学

ファッションを中心としたビジネスの企画・
販売における色の効果を知り、その活用方法
を学ぶ。
自己のビジネスプロジェクトにおいて 企画コ
ンセプトの表現や、ビジュアル表現、プレゼ
ンテ―ションに色彩の効果的な活用を目指
す。

2
・
通
年

60 2 ○ △ ○ 〇 ○

〇 デザイン論

19世紀末から今日までのデザイン（主に
ファッション以外）の歴史や視点を学習し、
芸術や文化に対する教養を深める。
身の回りのいろいろなデザインを自分自身の
視点で判断するための知識や感性を養う。

2
・
通
年

60 2 〇 〇 〇

○
コンピュータワー

クⅡ

１年次に基礎として学んだオフィスソフト・
グラフィックソフトを用いて、目的・用途に
応じた使い分けをして臨機応変な方法でコン
ピュータを扱うことができることを目標とす
る。Webサイトを扱っていく上で必要な操作方
法も扱っていく。

2
・
通
年

60 2 △ ○ ○ 〇

〇
ソーイングa

(グローバル造形
選択A）

既成商品を新しい発想とアイデアで再構築
し、オリジナル作品の制作を行う。
制作を基にデザイン、パターン、素材、テク
ニック、着こなしについて理解し、サスティ
ナブルについての意識を高める。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
ソーイングｂ

(グローバル造形
選択A）

ソーイングブックを使用し、各自のレベルに
応じたボトムス（スカート）の制作を行う。
課題制作を通して服の構造や仕様、素材につ
いて学習し、アパレル製品の知識を深める。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーa

(グローバル造形
選択A）

新しい素材を取り込み時代性・オリジナリ
ティーの高いアートアクセサリーの制作。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーｂ
(グローバル造形

選択A）

用意された革の教材（パターン裁断、革漉き
をしたパーツ）を使い、手縫いで革の二つ折
りサイフを制作し、レザークラフトの基本知
識を習得できるレベルにもっていく。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科２年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目等の概要
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必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

〇
ソーイングa

(グローバル造形
選択B）

既成商品を新しい発想とアイデアで再構築
し、オリジナル作品の制作を行う。
制作を基にデザイン、パターン、素材、テク
ニック、着こなしについて理解し、サスティ
ナブルについての意識を高める。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇
ソーイングｂ

(グローバル造形
選択B）

ソーイングブックを使用し、各自のレベルに
応じたボトムス（スカート）の制作を行う。
課題制作を通して服の構造や仕様、素材につ
いて学習し、アパレル製品の知識を深める。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーa

(グローバル造形
選択B）

新しい素材を取り込み時代性・オリジナリ
ティーの高いアートアクセサリーの制作。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーｂ
(グローバル造形

選択B）

用意された革の教材（パターン裁断、革漉き
をしたパーツ）を使い、手縫いで革の二つ折
りサイフを制作し、レザークラフトの基本知
識を習得できるレベルにもっていく。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇 企業研究

就職活動と3年次の長期インターンを見据え、
希望職種・希望分野を絞り込んでいく。選択
した企業への研究・分析を通じて目に見える
商品やサービスと企業理念の関係性に触れ、
自身の方向性の選択に活かしていく。

2
・
後
期

30 1 〇 〇 〇

○ 短期語学留学b

・グローバルを視野に入れ、語学力のスキル
アップを目的とする。
・日頃の授業では得られない、語学力とコ
ミュニケーション力を高める経験をするた
め。

2
・
後
期
集

中 30 1 ○ ○ 〇

○
インターンシップ

a

・将来のキャリアを視野に入れ、産業界の現
状を理解し、実務の経験を積むことを目的と
する。
・3年次の長期インターンシップにつなげる研
修とする。

2
・
後
期
集
中

30 1 ○ ○ 〇

○
ENGLISH

COMMUNICATIONⅡ

初級程度の英文法を学んだ学生を対象に文法
の復習と、口頭での運用力の強化を主な目標
とする。ファッションを専攻している学生を
対象としているため、ファッション関連の語
彙を増すこと、ファッション関連の表現に接
することにも重点を置いた授業内容としてい
る。

2
・
通
年

90 3 ○ △ △ ○ 〇

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科２年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
英会話a

(グローバル語学
選択A）

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
英会話a

(グローバル語学
選択B）

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
英会話ｂ

(グローバル語学
選択A）

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
英会話ｂ

(グローバル語学
選択B）

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
中国語

(グローバル語学
選択A）

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
中国語

(グローバル語学
選択B）

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
日本語

(グローバル語学
選択A）

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
日本語

(グローバル語学
選択B）

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
フランス語

(グローバル語学
選択A）

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
フランス語

(グローバル語学
選択B）

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科２年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

様々なシチュエーションを想定し、クラスメ
イトと英語でコミュニケーションをとる。会
話中心の授業をとなるため学生には積極的な
発言が求められる。授業は原則として英語で
行う。

発音の土台｢ピンイン｣から始め、難関の｢四
声｣「変調」｢巻き舌音｣をマスターします。入
門段階では、単語を蓄積しながら文型入り、
実践練習で会話表現を覚えます。
初級段階では、時制のニュアンス、意思の伝
え方を学びます。中検準4級基準。準中級段階
では、疑問表現を学ぶほか、物事の比較・類
似・比喩表現についてトレーニングします。
中検4級基準。

留学生が本科の授業について行けるよう全般
的な日本語の学習、特に表現力をつける学習
を行う。更に専門用語リストやファッション
ニュースで専門語彙を増やすこと、自分の作
品を日本語で表現することを目標とする。相
手に伝わる日本語を話すための発音練習も行
う。

初めて学ぶフランス語の音と仕組みに母国語
とは異なる面白さを感じられるよう、個々の
興味を促し、発音練習を楽しめるように講義
を行う。「聴く、話す、読む、書く」を通じ
てフランス語の基本文法を理解しながら、挨
拶と自己紹介、平易な質疑応答が出来るレベ
ルを目指す。音楽、香り、ファッションなど
フランス文化の話題も紹介し、実際にファッ
ションブランドのフレグランスやフランス語
の歌を鑑賞する機会も提供する。

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

初級・中級の英語学習者を対象に、英文法、
語彙、表現、発音など様々な角度から英語の
基礎を習得することを目標とする。講師によ
る解説に加え、学生同士の会話練習などの演
習により知識の定着と運用力の向上を図る。
将来、英語を駆使してファッション業界で活
躍するための基礎固めをする。
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必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 文化人類学

授業では、文化人類学の基礎概念を学ぶ。到
達目標は、自文化を相対化しつつ多様な文化
と表現の意義を理解すること。日常における
身近な題材を文化人類学的視点から分析でき
るレベルになることが最終目標である。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
キャリアディベ
ロップメントⅡ

・自分のキャリアについての当面目標を具体
的にするため、どんな機会、職務があるかを
知る
・社会人基礎力を整理しつつ、組織の成り立
ちや重視される考え方、多様な働き方につい
て学ぶ。
・キャリア準備実行計画を立て、実現のため
の各種ネットワークを築く。

2
・
通
年

60 2 ○ △ ○ 〇 〇

○ 特別講義Ⅱ

2年次を学生自身の将来的な目標設定や方向付
けをしていく時間と捉え、1年次より継続して
幅広い職種に触れさせながら働き方も含め、
将来像をイメージさせながら複数の科目と連
動性をもたせながら、様々な刺激を与え、幅
広く業界の知識を深める。

2・
通年

60 2 ○ ○ ○ ○

　　　16科目

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科２年）２０２２年度

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１学年の学期区分

１学期の授業期間

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 960単位時間(      32単位)

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

2期

15週履修方法： 単位の取得、出欠席状況、課題提出・試験などにより評価をうけ修了すること

卒業要件： 最終学年の修了、卒業必須単位数の取得

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。
２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。
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必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
マイビジネス

プロジェクトⅠ

興味がある、好きだといった服飾、またはそ
れにまつわるサービスを、マーケットの調
査、ターゲットの調査等を行い、市場、ター
ゲットに行かに新鮮な体験とビジネスとして
の収益性があるかを、具現化するできるプラ
ンにしていくステップを学ぶとともに、自ら
の企画のビジネスモデルと事業コンセプトを
企画し、4年次の最終プランの基礎作りをマン
ツーマンのアドバイスをしながら行う。

3
・
通
年

150 5 ○ ○ ○ ○

○
長期インターン

シップ

将来のキャリアを視野に入れ、各自の専門性
追及と業界・業態・職業自体への理解を深め
ることを目的とする。
ファッション流通分野での　後期９月から１
０月末の２か月間におよぶインターンシップ
研修を実施。
各自のビジネスプラン「マイビジネスプロ
ジェクト」に関連した自己開拓による国内外
のインターンシップ。

3
・
後
期

180 6 ○ ○ ○ ○

○
グローバルマネジ

メント　Ⅰ

将来的にグローバルマネジメントを行うこと
を念頭におき、講義を通して、国内ビジネス
だけではなく海外にも視野を広げること、そ
して常に情報収集する癖をつけることを到達
目標とする。　授業概要としては、国内外の
ファッション業界における最新トピックスを
織り交ぜながら、海外戦略を考えるために必
要なことについて講義を行う。日本人デザイ
ナーズブランドの海外戦略立案を最終課題と
し、当該デザイナーへプレゼンテーションを
行なう。

3
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○ プロモーション
実際の現場で実地実践を通して、プロモー
ションの本質　集客　周知　イベント企画
運用　マネジメント力を学ぶ。

3
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○ ○

○
ファッションマー
チャンダイジング

Ⅱ

アパレルにおけるマーチャンダイジング業務
に関する知識、および根底となる考え方の習
得を目指す。マーチャンダイザーが実施する
マーケティング分析、スケジュール管理や実
際の企画作業時に考慮する点を踏まえて講義
し、実習によって身に着ける。これからマー
チャンダイザーとして実務に携わる者の、基
礎固めのレベルを目指す。

3
・
通
年

60 2 ○ △ ○ 〇

○ 貿易実務

日本国内で展開販売している　アパレル製品
は　現状、大半が、輸入製品で、日本国内で
生産している比率は非常に低いのが現実であ
る。輸入製品にも色々種類があり、海外で生
産された商品や、海外製品を、日本に持ち込
むには貿易という手段を使う。貿易の基本的
流れを理解することを主たる目的とする。実
社会に出てから、役に立つ程度の基礎知識レ
ベル。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ △ 〇

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科３年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



○
タックスアカウン

ティング

タックス、ファイナンス、アカウンティング
の意味を理解し、ビジネスの場面で対応でき
るレベルを目標とする。
財産と利益の把握方法、売上や利益に課せら
れるタックスの構造、その申告方法などにつ
いて、実践的なレベルでの解説を行う。
ファッションビジネスで活かすことができる
経済感覚を養い、グローバルに活躍できる人
材を育成することを目標に、講義内容を設定
している。

3
・
後
期

30 1 ○ △ ○ 〇



（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

〇
ソーイングa

(グローバル造形
選択A）

上半身の体型を理解し、トップスリメイク実
物作品を完成させて、コーディネートテク
ニックを学習させる。各自のデザインに応じ
た製作方法を指導し、理解させる。

３
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
ソーイングa

(グローバル造形
選択A）

既成商品を新しい発想とアイデアで再構築
し、オリジナル作品の制作を行う。
制作を基にデザイン、パターン、素材、テク
ニック、着こなしについて理解し、サスティ
ナブルについての意識を高める。

３
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
ソーイングｂ

(グローバル造形
選択A）

ソーイングブックを使用し、各自のレベルに
応じたボトムス（スカート）の制作を行う。
課題制作を通して服の構造や仕様、素材につ
いて学習し、アパレル製品の知識を深める。

３
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーa

(グローバル造形
選択A）

新しい素材を取り込み時代性・オリジナリ
ティーの高いアートアクセサリーの制作。

３
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーｂ
(グローバル造形

選択A）

用意された革の教材（パターン裁断、革漉き
をしたパーツ）を使い、手縫いで革の二つ折
りサイフを制作し、レザークラフトの基本知
識を習得できるレベルにもっていく。

３
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
ソーイングa

(グローバル造形
選択B）

既成商品を新しい発想とアイデアで再構築
し、オリジナル作品の制作を行う。
制作を基にデザイン、パターン、素材、テク
ニック、着こなしについて理解し、サスティ
ナブルについての意識を高める。

３
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇
ソーイングｂ

(グローバル造形
選択B）

ソーイングブックを使用し、各自のレベルに
応じたボトムス（スカート）の制作を行う。
課題制作を通して服の構造や仕様、素材につ
いて学習し、アパレル製品の知識を深める。

３
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーa

(グローバル造形
選択B）

新しい素材を取り込み時代性・オリジナリ
ティーの高いアートアクセサリーの制作。

３
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーｂ
(グローバル造形

選択B）

用意された革の教材（パターン裁断、革漉き
をしたパーツ）を使い、手縫いで革の二つ折
りサイフを制作し、レザークラフトの基本知
識を習得できるレベルにもっていく。

３
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ 美学

今日アートとファッションは相互連関関係に
あり現代美術への理解と評価は必須である。
本講義では美学の基礎
と現代美術、アート市場の操作を分析し、
ファション・ビジネスに不可欠な知識を会得
することを目的とする。

3
・
通
年

60 2 ○ ○ 〇

〇 コーチング

自分を活かし、人を活かすコミュニケーション
を学ぶことで、ビジネスの世界で自分の能力を
開花し、「プロの表現者」へと成長すること。
到達目標は「共有から共感にいたる聞き方」
「相手の理解と共感を得る伝え方」をマスター
すること。

3
・
後
期

30 1 〇 〇 〇

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科３年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目等の概要



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科３年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数



〇
ビジュアルマー

チャンダイジング

ショップにおけるVMD制作の目的・効果を演習
を通して学ぶ。就職活動のポートフォリオと
して活用できるように丁寧に作成。VMD制作を
フェアー、イベントを行う設定で資料の制
作。ディスプレイの基本のテクニックを学
び、店頭、売り場の演出のプランニングと
ディスプレイを実施。

3
・
通
年

60 2 △ 〇 〇 〇

〇
パーソナルカラー

実践・演習

これまで学んできた色彩学・配色理論をベー
スに、ファッションビジネスの現場で実践で
きるパーソナルカラーコンサルティング、カ
ラー戦略としてパーソナルカラーを習得す
る。似合う色を分析するドレーピング、クラ
イアントへの対応スキル、アドバイスシー
ト・プランニングシートの作成等を通してコ
ンサルティング力（分析・提案）やプランニ
ング力（企画・提案）を磨くことを目標とす
る。

3
・
前
期

30 1 〇 〇 〇 〇

〇 デジタルPR演習

ファッションマーケティングが大きく変化す
る現在、PRツールとしてのデジタルメディア
の使い方が重要になっています。ホームペー
ジ作成と動画編集の演習をベースに、消費者
の関心、興味、共感をどうやってつかめばい
いのか。最新のテクノロジーやイノベーショ
ンに対応できる統合的なPRツールの習得を目
指す。使用ソフト/Adobe Photoshop / Adobe
Premiere /

3
・
前
期

30 1 △ 〇 〇

○ 短期語学留学 C

グローバルを視野に入れ、語学力のスキル
アップを目的とする。
日頃の授業では得られない、語学力とコミュ
ニケーション力を高める経験をするため。

3
・
後
期
集

中 30 1 ○ ○ ○

○
インターンシップ

b

将来のキャリアを視野に入れ、各自の専門性
追及と業界・業態・職業自体への理解を深め
ることを目的とする。
期間を1週間とする。

3
・
後
期
集

中 30 1 ○ ○ ○

○
インターンシップ

c

将来のキャリアを視野に入れ、各自の専門性
追及と業界・業態・職業自体への理解を深め
ることを目的とする。
期間を2週間とする。

3
・
後
期
集

中 60 2 ○ ○ ○

○
インターンシップ

d

将来のキャリアを視野に入れ、各自の専門性
追及と業界・業態・職業自体への理解を深め
ることを目的とする。
期間を3週間とする。

3
・
後
期
集

中 90 3 ○ ○ ○

○ ビジネス英語Ⅰ

基本的な英語を復習し、そのうえでビジネス
シーンを想定した適切なコミュニケーション
方法を扱う。主にe-mailでのやり取りを想定
し、カジュアル、セミフォーマル、フォーマ
ルの3種類に対応したライティングができるよ
うになることを目標とする。レベルは中～準
中級を想定している。

3
・
通
年

90 3 ○ △ ○ 〇
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必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
英会話a

(グローバル語学
選択A）

３
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
英会話a

(グローバル語学
選択B）

３
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
英会話ｂ

(グローバル語学
選択A）

３
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
英会話ｂ

(グローバル語学
選択B）

３
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
中国語

(グローバル語学
選択A）

３
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
中国語

(グローバル語学
選択B）

３
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
日本語

(グローバル語学
選択A）

３
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
日本語

(グローバル語学
選択B）

３
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
フランス語

(グローバル語学
選択A）

３
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
フランス語

(グローバル語学
選択B）

３
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

企
業
等
と
の
連
携

初級・中級の英語学習者を対象に、英文法、
語彙、表現、発音など様々な角度から英語の
基礎を習得することを目標とする。講師によ
る解説に加え、学生同士の会話練習などの演
習により知識の定着と運用力の向上を図る。
将来、英語を駆使してファッション業界で活
躍するための基礎固めをする。

様々なシチュエーションを想定し、クラスメ
イトと英語でコミュニケーションをとる。会
話中心の授業をとなるため学生には積極的な
発言が求められる。授業は原則として英語で
行う。

発音の土台｢ピンイン｣から始め、難関の｢四
声｣「変調」｢巻き舌音｣をマスターします。入
門段階では、単語を蓄積しながら文型入り、
実践練習で会話表現を覚えます。
初級段階では、時制のニュアンス、意思の伝
え方を学びます。中検準4級基準。準中級段階
では、疑問表現を学ぶほか、物事の比較・類
似・比喩表現についてトレーニングします。
中検4級基準。

留学生が本科の授業について行けるよう全般
的な日本語の学習、特に表現力をつける学習
を行う。更に専門用語リストやファッション
ニュースで専門語彙を増やすこと、自分の作
品を日本語で表現することを目標とする。相
手に伝わる日本語を話すための発音練習も行
う。

初めて学ぶフランス語の音と仕組みに母国語
とは異なる面白さを感じられるよう、個々の
興味を促し、発音練習を楽しめるように講義
を行う。「聴く、話す、読む、書く」を通じ
てフランス語の基本文法を理解しながら、挨
拶と自己紹介、平易な質疑応答が出来るレベ
ルを目指す。音楽、香り、ファッションなど
フランス文化の話題も紹介し、実際にファッ
ションブランドのフレグランスやフランス語
の歌を鑑賞する機会も提供する。

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科３年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員



（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
キャリアディベ
ロップメントⅢ

長期インターンシップ研修に向けた研修先の
交渉・確保・手続きなど学生の主体的な準備
のフォロー・サポートから、研修後のレポー
ト作成や発表など、結果の検証までを指導す
ることを目標とする。

3
・
通
年

30 1 ○ ○ ○ ○

○ 特別講義Ⅲ

３年次を学生自身の将来的な目標設定や方向
付けをしていく時間と捉え、２年次より継続
して幅広い職種に触れさせながら働き方も含
め、将来像をイメージさせながら複数の科目
と連動性をもたせながら、様々な刺激を与え
ていく

3・
通年

60 2 ○ ○ ○

○ 校外研修Ⅱ

研修を通し学生同士　研修先へのコミュニケー
ション能力向上。
研修先での体験学習　企業見学　博物館見学か
ら得られる　知識や創造性の領域を広げる。

3・
後期

60 2 〇 〇 〇

　　　16科目

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科３年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 1020単位時間(      34単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業要件： 最終学年の修了、卒業必須単位数の取得 2期

15週履修方法： 単位の取得、出欠席状況、課題提出・試験などにより評価をうけ修了すること

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。
２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。
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必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
マイビジネスプロ

ジェクトⅡ

3年までにマイビジネスプロジェクトのビジネ
スモデル、コンセプト、ターゲット、基本ア
イデアプランを基に、
計数計画を持って、実現可能なMD、VMD、内装
や陳列、サービス、顧客管理、接客方法、プ
ロモーションを計画するとともに利益の出る
プランを考え、プレゼンテーションをする。
そのために各自マンツーマンで指導。

4
・
通
年

150 5 ○ △ ○ ○

○
グローバルマネー

ジメントⅡ

海外ファッション流通業の動向、問題点、こ
の先の見通しと日本企業が海外展開する上で
の成功と失敗事例から、グローバルビジネス
に欠かすことのできない様々な知見を習得。

4
・
通
年

90 3 ○ △ ○ ○

○
プロモーション戦

略

MBPの授業を基本としながら、そのプランに必
要なプロモーションプランの作成を行う。プ
ロモーションとは目的、目的達成のための数
値目標を明確にし、その達成のためのメディ
ア、ツール、クリエイティブとその効果と予
算を決定し、PDCAで分析することであり、そ
のプロセスでプランニングを行う。各自のプ
ランに合わせたプラン作成を行うため、マン
ツーマンでフォロアップしていく。

4
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○
マーチャンダイジ

ング戦略

アパレル小売業におけるファションマーケ
ティングの把握。
リテール MD についての計画立案から仕入れ
先取り組み、店頭展開までの基礎知識の習得
と業務の理解。

4
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○
商品プロダクト戦

略

アパレル産業の業務の内、生産実務について
の理解を深める。アパレル製品の仕様や縫い
目、副資材などの細部に至る品質を見極め、
商品企画内容を生産に反映させるための基礎
力をつける。
生産依頼をする際の帳票の内容を理解し、作
成ができるレベルを目指す。

4
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○
Webマーケティン

グ

アパレル系企業のマーケティング部門および
PR部署に就業した際、その後のキャリア形成
において大きな貢献ができるようWebマーケ
ティング領域の知識や経験を積むこと。

4
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○ ○

〇 ファッションロー

ファッションビジネスに関連する法律につい
て知的財産制度を中心に概略を紹介する。将
来ファッションビジネスに携わる際の法的問
題に“気づき”を得ることを目標とする。

4
・
前
期

30 1 〇 〇 ○ ○

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科４年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数



（別紙様式１－２）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

〇 ファイナンス

ファイナンスの目的と基礎知識を体系的に学
びつつ、ファッションビジネスを行う上で必
要な事業計画を、仲間やステークホルダーと
共有するために必要な「コミュニケーショ
ン」ができるスキルも同時に磨くことで、資
金調達を実践レベルで創造することができる
レベルへの到達を目標とする。

4
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

〇
ソーイングa

(グローバル造形
選択A）

既成商品を新しい発想とアイデアで再構築
し、オリジナル作品の制作を行う。
制作を基にデザイン、パターン、素材、テク
ニック、着こなしについて理解し、サスティ
ナブルについての意識を高める。

4
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
ソーイングｂ

(グローバル造形
選択A）

ソーイングブックを使用し、各自のレベルに
応じたボトムス（スカート）の制作を行う。
課題制作を通して服の構造や仕様、素材につ
いて学習し、アパレル製品の知識を深める。

4
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーa

(グローバル造形
選択A）

新しい素材を取り込み時代性・オリジナリ
ティーの高いアートアクセサリーの制作。

4
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーｂ
(グローバル造形

選択A）

用意された革の教材（パターン裁断、革漉き
をしたパーツ）を使い、手縫いで革の二つ折
りサイフを制作し、レザークラフトの基本知
識を習得できるレベルにもっていく。

4
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
ソーイングa

(グローバル造形
選択B）

既成商品を新しい発想とアイデアで再構築
し、オリジナル作品の制作を行う。
制作を基にデザイン、パターン、素材、テク
ニック、着こなしについて理解し、サスティ
ナブルについての意識を高める。

4
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇
ソーイングｂ

(グローバル造形
選択B）

ソーイングブックを使用し、各自のレベルに
応じたボトムス（スカート）の制作を行う。
課題制作を通して服の構造や仕様、素材につ
いて学習し、アパレル製品の知識を深める。

4
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーa

(グローバル造形
選択B）

新しい素材を取り込み時代性・オリジナリ
ティーの高いアートアクセサリーの制作。

4
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

〇
アクセサリーｂ
(グローバル造形

選択B）

用意された革の教材（パターン裁断、革漉き
をしたパーツ）を使い、手縫いで革の二つ折
りサイフを制作し、レザークラフトの基本知
識を習得できるレベルにもっていく。

4
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科４年）２０２２年度

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数



○
ユニバーサル
ファッション

「ファッション・装い」とはどのような意味
があるのかを、健常者・障がい者・高齢者と
いう枠ではなくユニバーサルな視点で捉え、
クオリティオブライフの向上に通じるファッ
ションについて、人体の経年変化に伴う形態
機能障害や先天的あるいは後天的障害におけ
る身体機能の変化も踏まえ理解させる。

4
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
現代社会とファッ

ション

歴史、構成、配色や市場のトレンド、さらに
ファッションをとりまく政治・経済・文化・
社会全体のグローバ
ルな流行の操作を分析し、ファション・プロ
モーションに不可欠な知識を会得することを
目的とする。

4
・
通
年

60 2 ○ ○ 〇

○ 国際政治学

世界政治の学習を通じて国際関係の基礎を理
解することにより、グローバルなビジネスデ
ザインに必須の思考の基礎体力をつくること
を、本講義の目的とする。

4
・
前
期

60 2 ○ ○ 〇

○
インターンシップ

e

社会に出てからのキャリア向上にむけ実務体
験をする。各自それぞれの能力に合わせ設定
できる自由選択とする。

4
・
後
期
集
中

30 1 ○ ○ ○

○
インターンシップ

f

社会に出てからのキャリア向上にむけ実務体
験をする。各自それぞれの能力に合わせ設定
できる自由選択とする。

4
・
後
期
集
中

60 2 ○ ○ ○

○
インターンシップ

g

社会に出てからのキャリア向上にむけ実務体
験をする。各自それぞれの能力に合わせ設定
できる自由選択とする。

4
・
後
期
集
中

90 3 ○ ○ ○

○
インターンシップ

h

社会に出てからのキャリア向上にむけ実務体
験をする。各自それぞれの能力に合わせ設定
できる自由選択とする。

4
・
後
期
集
中

120 4 ○ ○ ○



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ ビジネス英語Ⅲ

この授業はグローバルビジネスコースの学生
を対象とする。この授業は上級のリーディン
グテクニックに加え、ウェブサイトの作成や
学期末のビジネスプロジェクトに焦点を合わ
せたライティングについても取り扱う。

4
・
通
年

60 3 ○ △ ○ 〇

○
英会話a

(グローバル語学
選択A）

４
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
英会話a

(グローバル語学
選択B）

４
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
英会話ｂ

(グローバル語学
選択A）

４
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
英会話ｂ

(グローバル語学
選択B）

４
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
中国語

(グローバル語学
選択A）

４
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
中国語

(グローバル語学
選択B）

４
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
日本語

(グローバル語学
選択A）

４
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
日本語

(グローバル語学
選択B）

４
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
フランス語

(グローバル語学
選択A）

４
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
フランス語

(グローバル語学
選択B）

４
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科４年）２０２２年度

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

初級程度の英文法を学んだ学生を対象に、文
法の復習と口頭でのアウトプットを主な目標
とする。ファッションを専攻している学生を
対象としているため、ファッション関連の語
彙を増すこと、ファッション関連の表現に接
することにも重点を置いたプログラムとして
いる。レベルは初級（中位）から中級まで。

様々なシチュエーションを想定し、クラスメ
イトと英語でコミュニケーションをとる。会
話中心の授業をとなるため学生には積極的な
発言が求められる。授業は原則として英語で
行う。

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

発音の土台｢ピンイン｣から始め、難関の｢四
声｣「変調」｢巻き舌音｣をマスターします。入
門段階では、単語を蓄積しながら文型入り、
実践練習で会話表現を覚えます。
初級段階では、時制のニュアンス、意思の伝
え方を学びます。中検準4級基準。準中級段階
では、疑問表現を学ぶほか、物事の比較・類
似・比喩表現についてトレーニングします。
中検4級基準。

留学生が本科の授業について行けるよう全般
的な日本語の学習、特に表現力をつける学習
を行う。更に専門用語リストやファッション
ニュースで専門語彙を増やすこと、自分の作
品を日本語で表現することを目標とする。相
手に伝わる日本語を話すための発音練習も行
う。

初めて学ぶフランス語の音と仕組みに母国語
とは異なる面白さを感じられるよう、個々の
興味を促し、発音練習を楽しめるように講義
を行う。「聴く、話す、読む、書く」を通じ
てフランス語の基本文法を理解しながら、挨
拶と自己紹介、平易な質疑応答が出来るレベ
ルを目指す。音楽、香り、ファッションなど
フランス文化の話題も紹介し、実際にファッ
ションブランドのフレグランスやフランス語
の歌を鑑賞する機会も提供する。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 特別講義Ⅳ
カリキュラム内の科目に属さない内容の集中
講義で、ファッション分野を幅広く理解させ
る。

4
・
通
年

60 2 ○ ○ 〇

○ 卒業研究・創作

卒業研究創作テーマ：マイビジネスプロジェ
クトにおいて、実施検証した事柄について
各自の発表のための準備実働時間。
　その後のコンテンツ配信　フィードバック
考察までを学ぶ。

4
・
後
期

120 4 △ ○ ○ ○

　　　16科目

69科目

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 990単位時間(      32単位)

（ファッション流通専門課程ファッション流通高度専門士科４年）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

総合計 4110単位時間(     137単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１学年の学期区分

１学期の授業期間 2期

15週

履修方法： 単位の取得、出欠席状況、課題提出・試験などにより評価をうけ修了すること

卒業要件： 最終学年の修了、卒業必須単位数の取得
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